
平成28年12月6日（火）総務委員会（付託）公安委員会

          平成28年11月定例会　総務委員会（付託）

              平成28年12月６日（火）

           〔委員会の概要・公安委員会関係〕

南委員長

　ただいまから，総務委員会を開会いたします。（10時33分）

　直ちに，議事に入ります。

　これより，公安委員会関係の審査を行います。

　公安委員会関係の付託議案については，さきの委員会において説明聴取したところであ

りますが，この際，理事者側から追加提出議案について説明を願うとともに，報告事項が

あれば，それを受けることにいたします。

【追加提出議案】（資料①）

　○　議案第21号　徳島県地方警察職員の給与に関する条例及び一般職の任期付研究員の

　        採用等に関する条例の一部改正について

【報告事項】

　○　平成29年度に向けた警察本部の施策の基本方針について（資料②）

増田警務部長

　私からは，お手元の総務委員会説明資料の１ページ，その他の議案等の徳島県地方警察

職員の給与に関する条例及び一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例（案）について御説明いたします。

　改正の理由は，国家公務員の給与改定が行われたことに鑑み，本県の警察職員の給与に

ついて，改正を行う必要があるためでございます。

　次に，改正の主な概要について御説明いたします。

　まず，警察職員の給料表について，初任給を含む若年層の改定を重点に置き，給料月額

を引き上げるものであります。

 次に，諸手当の改定についてでありますが，まず，扶養手当について，配偶者に係る手

当額を引き下げるとともに，子に係る手当額を引き上げるものであります。勤勉手当につ

きましては，民間との支給割合の均衡を図るため，年間の支給割合を 0.1 月引き上げるも

のであります。また，通勤手当につきましては，特別急行列車等の特別料金等の負担割合

及び上限を廃止するものであります。

　なお，施行期日につきましては，給料表につきましては平成28年４月１日から，期末勤

勉手当につきましては平成28年12月１日から，扶養手当及び通勤手当につきましては平成

29年４月１日からとなっております。

 最後に，一般職の任期付研究員の採用等に関する条例の一部改正でございますが，同研
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究員の期末手当についても年間の支給割合を 0.1 月引き上げるものであります。

　以上が，徳島県地方警察職員の給与に関する条例及び一般職の任期付研究員の採用等に

関する条例の一部を改正する条例の概要でございます。

　御審議のほど，よろしくお願いいたします。

鈴木警察本部長

　平成29年度に向けた警察本部の施策の基本方針について，お手元の資料に基づき御説明

します。

　これは，来年度の予算編成に向け，各部局の施策の基本的な方針を，あらかじめ県議会

に説明するとともに，その内容を知事部局のホームページ上に掲載し，県民の皆様に広く，

お知らせするものです。

　それでは，資料上段から御覧ください。

　事前委員会においても申し上げましたが，県内の治安情勢については，刑法犯認知件数，

人身交通事故発生件数とも減少基調にあります。しかしながら，人口の集中化，高齢化の

進展など，社会情勢の変化，ＤＶ・ストーカーや児童虐待など，弱者が被害に遭う事案へ

の対処，南海トラフ巨大地震に加え，中央構造線活断層帯地震等の災害対策など治安上の

課題は山積しております。特に，本年に入り，高齢者が関係する交通死亡事故が多発する

など，交通安全対策にも予断を許さない状況にあります。

　県警察においては，こうした治安情勢を踏まえ，本年４月に公表した「大綱方針」に

のっとり，組織体制の見直しを進めつつ，各種対策を講じ，県民の安全・安心の確保に努

めてまいります。

 まずは，資料左の「『大綱方針』に盛り込んだ各種施策の具現化」について御説明しま

す。

　県警察では，10年先の将来を見据え，警察署の統合による組織体制の強化はもとより，

更新免許の即日交付が可能なサブセンターの設置等を「大綱方針」に盛り込んだところで

ありますが，現在，各種施策を具現化するための新たな計画について，来春にも公表でき

るよう検討を進めているところであります。

 続いて，資料中段の三つの重点施策について御説明します。

　まず，「生活安全の確保と犯罪捜査活動」です。特殊詐欺や，ＤＶ・ストーカー・児童

虐待事案などの人身安全関連事案等への対策を更に強化してまいります。

 なお，本年９月から，高齢者一人一人に各種情報が行き渡るよう，「高齢者の心に届く

情報発信プロジェクトチーム」を創設し，ラッピングバス「ふれ愛・こだま号」を活用し

た移動・訪問型の情報発信活動を開始したところであり，今後，更に活動の拡大に向けた

取組を検討してまいります。

　また，ハード面では，現場情報の伝達・共有の強化や広域化する犯罪への対策を図って

いきたいと考えております。

　次に，「安全かつ快適な交通の確保」です。来年３月に施行予定の改正道路交通法の中
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核となる施策である「高齢運転者の認知症対策」を最重点とし，関係機関や団体の協力を

得ながら，交通安全教育，交通指導取締り，運転者対策等の各種対策を進めてまいります。

 また，高齢ドライバーによる重大事故が多発していることを踏まえ，新たな総合対策に

ついて，取りまとめているところであります。そのほか，交通環境についても，とくしま

マラソンの渋滞対策や順次，延伸が計画されている四国横断自動車道の安全対策にも万全

を期してまいります。

　続いて，「災害対策の強化」です。県警察の最大の課題である徳島東警察署の整備をは

じめ，庁舎の防災機能強化や関係機関と連携しての実践的な訓練による事態対処能力の強

化に努めてまいります。

 最後に，県警察においては，将来の徳島県警のあるべき姿を創造し，県民目線・現場主

義を踏まえた組織体制の見直しによる警察力の強化，警察署ＰＦＩ等の徳島モデルの発信，

あらゆる災害を迎え撃つ体制の確立等の各種施策を推進してまいります。

　以上，平成29年度に向けた警察本部の施策の基本方針について御説明しました。

　引き続き，御理解と御支援を賜りますよう，よろしくお願いいたします。

南委員長

　以上で，説明等は終わりました。

 それでは，これより質疑に入ります。

　質疑をどうぞ。

中山委員

 今定例会に，旧運転免許センター跡地の売却に関する議案が提出されておりますが，非

常に厳しい県財政の中で，不要遊休となっている財産の売却による歳入というのは，極め

て有効であると考えております。県警察におきましては，警察署，交番・駐在所，また，

宿舎と多くの財産を抱えておりますけれども，ここ数年の財産の売却場所と売却金額につ

いて，まず，お伺いしたいと思います。

高橋拠点整備課長

　ここ数年の公有財産の売却状況ということであります。今年度を含め，過去３年程度で

お答えをいたしますと，庁舎１か所，宿舎１か所，駐在所５か所の計７か所，総額では約

7億 3,000万円で売却し，県の歳入に入れております。内訳としましては，今年度は，現

在審議を頂いております，旧運転免許センター跡地を約５億 5,000万円，旧城東町宿舎を

１億 6,000万円，牟岐警察署旧美波町東町駐在所を約 500万円，昨年は，徳島東警察署の

旧大原町駐在所を約 400万円，一昨年度は，牟岐警察署の駐在所用地を約60万円，石井警

察署の駐在所用地を約 170万円，三好警察署の駐在所用地を約 130万円で売却しておりま

す。
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中山委員

　まだまだ，ほかにいろいろあると思いますけれども， 7 億 3,000万円。その中に５億

5,000万円余りですね，だからそれを引いたら，そんなに大きな金額じゃないと思います。

城東町と小松島市においてはＰＦＩ手法を活用した宿舎を整備して，また，来年度以降も

ですね，同様にＰＦＩ手法で三好市と阿南市に宿舎を整備する予定と伺っておりますけど

も，これらは，老朽化した宿舎を整理統合するという観点だと思いますけれども，統合し

た後の宿舎の用地はどのように処分する予定でしょうか。

高橋拠点整備課長

　先ほど申しました城東町の宿舎の約 1億 6,000万円，これも宿舎の統合による余剰地の

売却でありますけれども，当然，県警察で利用目的がない財産につきましては，県や国，

施設の所在する市町村への利用照会をいたしまして，利用計画がなければ，県の会議に

諮って，売却を進めているところであります。今，委員からお話がありましたが，城東町

の宿舎と小松島市の宿舎，これ90戸ありますけれども，徳島市内周辺と小松島市の宿舎を

統廃合したものであります。当然，これの余剰地というのが，来年度以降，売却等の処分

に向けて動いていきます。また，今年度からＰＦＩ的手法を用いまして，三好市であると

か阿南市，これ一部市有地で阿南市からお借りしている土地もありますけれども，それは

返納するとしまして，県有地につきましては，売却等を含めた処分を検討していきたいと

考えております。

中山委員

　これから先，いろいろ統廃合ということで話が出ておりまして，まだまだ，用地が増え

ると思いますので，速やかに遊休地の処分を進めていただきたいと思います。９月の事前

委員会でお伺いしたんですけれども，今，県警察において，売却手続をしていても，長年

塩漬けとなっている財産は９月の時点では６件あるということでお伺いしましたけれども，

長いこと塩漬けにされている財産はどのくらいあるんでしょうか。

高橋拠点整備課長

　長年，様々でありますけれども，既に入札公告を行っているものの，売却できていない

財産について申し上げますと，宿舎跡地が２件，これは富田橋と新港。新港は，この統合

によってできたものでありますけれども。それから，交番・駐在所跡地が沖洲，島田，西

川田の３件でありまして，現在のところ５件であります。

中山委員

　非常に富田橋なんか，市街地の真ん中にあっても，アプローチ道路が狭いということな

んですけれども，いろいろ状況はあると思いますけれども，やはり遊休地に関しては，

もっと強化していただきたいと思います。今後ですね，用地の処分に向けた取組というの
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は，どう進めていくんでしょうか。

高橋拠点整備課長

 厳しい財政事情の折，県の歳入を確保するというのは非常に大事なことであると考えて

おります。売却できていない，先ほど申し上げました５件，これにつきましては，現在，

先着順による公告をホームページに掲載しておりますけれども，早期処分に向けた取組を

進めていきたい。さきの議会でも申し上げましたけれども，未利用財産は競争入札による

売却が原則でありますけれども，一昨年，県から個々の土地の状況や特性に応じて借地権

を設定した上で貸付けという方法もあるということで，これらの方法も含めまして，未利

用地の処分を進めてまいりたいと考えております。

中山委員

　確か，９月議会でお伺いしたときも，貸付けという方法もお伺いしました。特に，その

中心地にある土地なんかは，駐車場等も視野に入れていいのかなと思いますけど，いろん

な方法で，例えば，ホームページだけで掲載していてもですね，なかなか，ホームページ

を見てくれる人は少ないと思うんですよね。ほかの方法を，いろんなできることを考えて

いただいて，それと未利用地，遊休地の処分を進めていただきたいと思います。今回，７

億 3,000万円余りですかね，これ全てが県警察の懐に入ってくるんじゃないんですね。も

し入ってたら，もっともっと信号機を増やしてほしいんですけど。そうじゃなくて，県全

体の財源になると聞いておりますけれども，それにしても県の財政というのは非常に厳し

いんで，是非，もっと積極的に売却の処分に向けて，いろんな案を知恵を出して，早急に

売却できるように強化していただきたいと思います。

　もう１点，交通死亡事故というのが，なかなか減らないというか，事前委員会で本部長

の報告で伺ったところ，伸び率という言葉を使っていいのか分かりませんけれども，増加

率というのがワースト３位ということだったんですかね。昨日現在の交通事故死者数とい

うのは何人くらいでしょうか。

中野交通企画課長

　昨日現在の交通事故死者数については46名でございます。前年対比，プラス20名となっ

ております。また，増減率につきましては，75％増ということで全国ワースト２位でござ

います。

中山委員

　前年比プラス20人ですか。非常に残念な結果です。ここ数年，交通事故が，随分減って

きてて安心していたんですけれども，こればっかりは，本部長が替わったからということ

ではないと思いますけれども，いろんな対策をとられておると聞いております。事前委員

会で，本部長から，死者数を49人以下と目標を掲げて「ストップ50」60日作戦という対策
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を11月から実施していると聞いております。11月から１か月余りが過ぎましたけれども，

これの対策を立ててから効果というのはどうでしょうか。

            　

中野交通企画課長

　「ストップ50」60日作戦についての御質問でございますけど，「ストップ50」60日作戦

というのは，年初から死亡事故が多発いたしまして，年末までに50人以上の事故犠牲者を

絶対に出させないという県警察としての強い意気込みの施策でございます。この作戦につ

きましては，これまで行ってきました諸対策に加えまして，11月と12月の60日間に，県下

一斉の街頭監視あるいはシートベルト取締り，また，夜間の一斉検問など警察官の姿をよ

り多く街頭に出させることや広報啓発においては，夜間事故防止，飲酒運転防止などの広

報啓発等をより一層推進するというものでございます。この作戦の効果でございますけれ

ども，本年の１月から６月までの上半期における月平均の死者数は 5.2人でありましたが，

これまでの対策の効果と相まって，本年９月頃から効果が現れ始め，本作戦中の11月にお

ける死者数は２人，交通事故発生件数についても昨年に比べて減少しているなど，一応の

成果を収めつつあるところでございます。本年も残り１か月を切ったところでございます

けれども，警察の総合力を発揮した交通安全対策をより一層推進してまいる所存でござい

ます。

中山委員

　非常に強い決意というふうなことで，答弁を頂きましたけれども，残念ながら11月に

入っても２人，この対策をとっても２人というふうなことを伺って，また，今月は忘年会

シーズンということで飲酒をする機会が増えると思うんですよね。ひょっとしたら，まだ

まだ交通事故というのは増えるのかもしれないと思います。今，飲酒運転は，酒気帯びで

罰金がかなり高い50万円ですか，やはり金額を聞いたら，なかなか酒を飲んでからの運転

も少なくなってきていると思いますが，今の飲酒運転の状況というのは，把握しているの

なら教えていただけないでしょうか。

中野交通企画課長

　飲酒運転の関係の御質問でございます。まず，事故につきましては，飲酒運転による交

通事故は11月末現在，発生件数23件，前年同時期に比べますとマイナス５件となっており

ます。死者数については，１人でございまして前年同時期に比べますとプラス・マイナス

ゼロというところでございます。また，飲酒運転の取締り件数ですけれども，11月末現在，

酒酔い運転５件，酒気帯び運転 184件でございまして，飲酒運転の検挙は昨年より約30％

以上検挙しておる状況でございます。また，周辺三罪と言われます車両提供罪１件，酒類

提供罪１件，要求・依頼同乗罪６件を検挙しておるところでございます。また，先日の12

月２日から３日にかけて全国一斉の飲酒運転取締りを実施いたしましたけれども，県下で

酒気帯び運転４件を検挙しております。飲酒運転の検挙は，罰則の強化等もありまして減
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少傾向にありますけれども，依然として飲酒運転による交通事故は後を絶たない状況にあ

りまして，引き続き，その根絶に向け，徹底した取締りを推進してまいる所存でございま

す。

中山委員

　 184件。50万円を掛けたら 9,000万円余りですね。50万円といったら，平均サラリーマ

ンの月収の２倍くらいに当たる金額ですね。そういうふうなことを知ってても，減らない

というのは，ちょっとほかに対策はないのかなと思いますけれども。やはり，このくらい

なら大丈夫という意識ってのが，まだまだ根強いのかなと思います。僕は，必ず代行に

乗って帰るんですけれども， 3,000円ですよ。たった 3,000円。 3,000円が惜しいがため

に，ちょっとなら大丈夫だということで行ってしまって，酒酔いだったら罰金50万円くら

いですかね。そういうふうな金額，本当に後から悔やんでも始まらないと思うんですけれ

ども。やはり，代行運転というのはですね，今月，来月の忘年会・新年会シーズンにとっ

て，飲酒運転を防ぐ一つの大きな手段ではないかと思います。是非とも，もっと運転代行

業者と県警が協力し合って飲酒運転に関するキャンペーンとかをしてはどうかなと思いま

すが，どうでしょうか。                              

中野交通企画課長

 代行運転の御質問でございます。徳島県公安委員会が認定しております運転代行業者は

154 業者ございまして，県下のほぼ全域に運転代行業者があります。警察におきましても，

運転代行業の業務の適正な運営が確保されるよう指導監督を徹底しているところでござい

ます。委員から御示唆のございました運転代行業者と連携するということは，飲酒運転根

絶に向けた有効な手段として認識しておりまして，県警察におきましては，これまでも運

転代行業者と連携を図ってきたところでございます。

　例を挙げますと，先日の12月２日の金曜日，運転代行業者の呼び掛けがございまして，

徳島市秋田町のアクティ前交差点におきまして，警察と運転代行業者による街頭キャン

ペーンを実施しまして，通行する方々に飲酒運転根絶を呼び掛けたところであります。ま

た，各警察署におきましても，これまで９回ほど運転代行業者の方々といろんなキャン

ペーンを実施しているところでございます。

　御承知のとおり，飲酒運転は，死亡事故等の重大事故に直結する悪質・危険な行為でご

ざいまして，「飲酒運転を絶対にしない，させない」という県民の規範意識を確立する必

要があると認識しているところであります。今後も，運転代行業者との連携を図りまして，

飲酒運転をしない・させない社会環境づくりに向けた諸対策を推進してまいる所存でござ

います。

中山委員

　ちょうど，うちの会派も秋田町に出ておりまして，ちょっと遭遇はできなかった。非常
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にいいことだと思います。独自に運転代行業会というのがあって，私もすだち会というと

ころの顧問をさせていただいておりますけれども，一生懸命，飲酒運転撲滅のためにです

ね，かなり苦労をされていると思います。台数も減ってきていて，御承知のとおり今，非

常に不景気でですね，かなり11月なんかは少なかった。やっと忘年会シーズンになって期

待しているところだと聞いておりますけれども，非常に厳しい中，自分たちを律してです

ね，何とか交通事故の減少につながるように常に考えながらやってくれているというふう

なことを聞いておりますので，今後とも是非そういうふうなキャンペーンとかは，今回だ

けで終わらすことなく，今後も続けていただきたいなと思います。

　それと，いつも思うんですけれども，この忘年会時期は，人が多くなったり，やはり違

法駐車というのが多くなってきて，例えば，タクシーにおいても，タクシーは駐車しても

いいんですよとなっているようですけれど，交差点の真ん中で，タクシーが数台並んでい

たり，ひどいときには，タクシーが並んでいるので，一般の人たちが女性を送り迎えして

いる車とかが，二重駐車して非常に交通の妨げになっています。これも交通事故の原因に

なりかねないと思いますので，交差点内について，最低限のルールは守るように，もっと

もっと取締りを強化していただければと思います。

　今，49人という目標を掲げていますよね。既に46人，もう49人とは言わずに，もうこれ

以上死者を出さないというもっともっと強い気力が大事なんじゃないかなと思います。こ

の飲酒をする機会が多い忘年会シーズン，これを，もっともっと取締りを強化して，本当

に46人にとどめるというような決意を，最後に本部長から聞きたいと思います。

鈴木警察本部長

　交通指導取締りは，交通の秩序を確立し，安全で円滑な交通社会を実現するために不可

欠な活動であると認識しております。委員御示唆のとおり，飲酒運転をはじめとする悪

質・危険な運転は，死亡事故等の重大事故に直結するものであり，徹底した指導取締りを

実施しているところであります。あと残り１か月ということでありますが，警察の総合力

を発揮した交通安全対策をより一層推進してまいる所存であります。

中山委員

　是非ですね，徳島県を挙げて，死亡事故をこれ以上増やさないという強い決意の下，今

年を１年を乗り切っていただきたいと思います。よろしくお願いします。

岡田委員

　先ほどの12月２日に，運転代行業者さんと警察で連携して実施した飲酒運転撲滅キャン

ペーンは何時頃にしたんですか。もう少し，詳しく教えてください。

南委員長

　小休します。（11時04分）
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南委員長

　再開します。（11時04分）

中野交通企画課長

　アクティ前の交差点で行いました街頭キャンペーンにつきましては，午後５時から午後

７時まででして，チラシ等約 500枚を配布したところでございます。

岡田委員

　ちょうど，私がアクティ前に行ったのは午後９時なんですね。さすがに12月で，ものす

ごいたくさん人が出てまして，いつも以上に活気があって，逆に言うと，その時間帯，大

体午後９時だったら１次会から２次会に移動される時間帯とか，人がおるときにされるの

でなかったら，意味がないと思います。それで，逆に言うと，もっと告知をされて，その

ときしますよという，事前告知とともに，そのときにＰＲするという方法を是非考えてい

ただきたい。本当に飲酒運転撲滅というか，飲酒，飲んだら乗らないというのを徹底する

事業として，県民の皆さんへ，特にこの12月，１月という飲酒の機会が多くなる時期を捉

えて，良い取組をされていると思うんですけれども，なかなかその時間帯が，余り皆さん

の活動の時間帯とマッチしてない。そのあたりを再度検討されて，継続は力と思いますの

で，今後，是非何回か続けていただきたい。そのときにタクシー業界の皆さんとか，いろ

んな人を取り込みながら，町がにぎやかなときに，交通安全を守りましょうねというキャ

ンペーンを，そういう角度で続けてもらいたいと思いますが，いかがでしょうか。

中野交通企画課長

　時間帯関係でございますけれども，午後５時からキャンペーンをした理由について，あ

る程度，酔いが回ってきますと，やっぱり効果が少ないんですね。酔いが回る前に，代行

で帰ってくださいよと，そういうことで代行の業者さんとともに行ったわけでございます。

これまで，飲酒運転の違反者に聞いてみますと，やはり酔ってきてからでは駄目だと。最

初に言っていただく方が非常に良かったという意見等もありまして，午後５時から午後７

時ということで，やらせていただいたところでございます。

岡田委員

　午後５時から午後７時に意味があったというのは分かりますけど，それなら少なくとも

午後５時から始めて午後10時までするとか，それぞれ皆さんパターンが違いますので，午

後７時で止めた理由が分かりません。仕事をされて金曜日だったら皆，午後７時くらいに

なり，午後５時から御飯を食べに行ける人はなかなかいないと思うので，午後７時から始

めて午後９時，10時にするという，少し時間帯をやっぱり皆さんのパターンに合わせても

らって，逆にいうとお店の人たちにも協力してもらって，キャンペーンしてますよという
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ような，まずはやっていくという，それぞれの連携プレーが必要だと思います。本人の自

覚がまず一番大切ですので，飲んだら乗らないというのを徹底するところと，そして飲ま

せたら乗らせないというお店の協力，そして飲んだら乗ってねという運転代行業者との協

力の部分，連携して徳島県の安心安全，そして皆さんが違反をしないような県として取り

組んでもらいたい。そして時間に関しては再度，検討していただけたらいいかなと思いま

すので，お願いしたいと思います。

　それと，もう１点，この平成29年度に向けた警察本部の基本方針というのを見てみます

と，治安を巡る更なる課題という，女性・子供を巡る問題というので，ＤＶ，ストーカー

や子供が被害に遭う事案等への対応というのを書かれているんですけれども，実際今年も

ＤＶが原因の女性の殺害事件であったり，また，子どもの虐待事件であったりとか非常に

多く発生しております。それで，実は徳島県がＤＶの被害者の死亡というのが出たのが最

初の県でして，ちょうど私が議員になった頃の事件でして，それから徳島県としてこのＤ

Ｖ被害者を救うということで，いろんな機関が協力して被害を少なくして，取組を進めて

いただいているところなんですけど，まだ，やっぱり平成29年度の課題として，事案等へ

の対応と書いてくださっているんですけれども，実際，では，どういうふうにやってきて，

この平成29年度どういうふうに事業展開をされようという計画なのか，取組を簡単でいい

ので教えていただけますか。

稲井生活安全企画課長

　ＤＶ等人身安全関連事案への対応についてでございますけれども，人身安全関連事案の

中には事態が急展開しまして，重大事件に発展するようなことから，被害者等の生命身体

の安全確保をまず最優先にということで，そして，迅速かつ的確な組織対応ということが

一つ。県警察では，今までも国とか県とか市などの関係機関や弁護士会や民間ボランティ

ア等で構成する保護対策関係機関連絡協議会等の会議を開催しまして，被害者等の一時保

護やその後の支援活動等について意見交換をし，それから情報共有，事例研究等を行いま

して，関係機関との連携強化を図っているところでございます。６月議会で委員から御質

問もございましたけれども，この種事案は被害者側からの相談や届出が非常に潜在化しや

すいということでございますので，広く県民に相談窓口の周知をして，事案を顕在化して

事件にできるものは事件にしていくなどして対応しておるところでございます。

岡田委員

　警察は，事件というか，その被害者の人に危害がなければ動けないというのが，かつて

は前提にあって，ストーカー被害にしてもＤＶ被害にしても，実際に相談に行く窓口に，

女性の相談員を増やしてくださって，やってくれているんですけれど，実際に実害がない

となかなか踏み込めなかったり，また，逆にいうと子供の虐待が近所の方から通報があっ

たとしても，その家になかなか踏み込んで入っていくっていうことの権限が警察になかっ

たりという，いろんな機関と連携して立場を強化できていくようにもしてくださっている
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と思うんですけれども，今，おっしゃってくださったように，被害者の方の命を守るとい

うことが最前提であって，例えば，そこの部分で，現時点でまず，どこまでの状況だった

ら踏み込めるというか，その中に入っていって，身柄確保ができるというようなところの

ラインというのを可能なら教えてほしい。例えば，子供が虐待を受けてて，ガーガー泣い

てて，それで警察の人を呼んできたよと，だけどなかなかその人が，入れてくれなかった

ときに，近所の人だったら入れなかったけど，警察呼んできたら，一緒に踏み込んでもら

えるのかというところを，この事例だったらどんなのかというところを教えていただきた

い。こんな場合だったら，警察が保護してくれる立場で，一緒に人命の安全の確保という

ところにたどり着けるのかというところをお伺いしたいんです。

稲井生活安全企画課長

　警察の権限ということでございますが，警察は全て法に基づいて，職務執行をしている

わけでございます。警察官職務執行法で，立入りとか制止とかの権限がございますので，

その範囲内でですね，警察官職務執行法等そのほか法令の定めるところにより，措置を講

じるということで，児童虐待防止法第10条第１項に規定されております，児童相談所から

の援助要請によりましても，そういうふうな権限を用いて措置を執らなければならないと

規定されているところでございます。これに基づいて，人身の安全を確保していきたいと

いうふうに思います。

岡田委員

　法に基づいてというのが前提にあって，法を超えてということは，なかなか踏み込みが

厳しい部分があろうかと思いますが，最大限，命を守るという取組を進めていただきたい。

それと，やはりそのＤＶにしても，ストーカーにしても，継続してと言いますか，なかな

かその１回で終わらない，２回，３回何年も続くという，長期にわたっての被害を受ける

方というのもいらっしゃいますし，特に，そのＤＶもストーカーもそうですけれど，場所

が変わろうが，どこへ行こうが，その人の情報を求めて，いろんなところに電話をして，

いろんな被害が起こって，最終的にその人の命がなくなっているというような他県で起

こっている事案もあります。是非，根気強く，その対応なり相談なり，救いを求めるＳＯ

Ｓが発せられたら，徳島県警としては，その方々の，初めの思いというのもくみ取って継

続した支援ができるような体制をとっていただきたい。

　それと，今，ここも男の人たちばっかりなんですけど，女性が相談窓口や，警察に行っ

たときには最初は男性の警察官かもしれないけど，相談するときは女性がいますよと，い

つもおっしゃってくださって，鳴門署のところに女性の方が相談してくれる体制とか，大

きい署では女性体制というのを徹底してくださって，それから行きやすくなったというの

も聞いています。やはり，女性が話しやすい環境を，男の人だから話しにくいというので

はないんですけれども，できるだけ笑顔で優しい顔をしてもらったら，話しやすい環境に

なると思うんです。やはり，そこの部分で被害者の方が入りやすい環境，そして話しやす
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い環境というのもつくっていただいて，寄り添って相談を受けられるような取組というの

を是非，続けていただきたいと思うし，また，新たな事件を生まないような，再発防止に

も努めていただきたいと思うんですけど，そのあたりはいかがでしょうか。

岡崎警務課長

　警察の中でＤＶ，ストーカー等女性が被害に遭う事案について多くなっております。徳

島県警察におきましては，女性警察官の採用・登用拡大計画に基づきまして，女性警察官

を増員しているところでございます。現在は，定員 102名，定員に占める割合は， 6.6％

ですけれども，更に増やすこととしております。警察署におきましては，複数の女性警察

官を配置し，先ほど委員から御指摘がございましたように，女性警察官が，被害者に寄り

添う形での事情聴取等に努めておるところでございまして，この基本方針にもありますよ

うに，更にこの統合等が進みますと，多くの女性警察官が一つの警察署で運用できる。し

たがいまして，更に充実したものになるのではないかと考えておりまして，女性警察官の

採用の拡大を更に進めていきたいと考えております。

岡田委員

　是非，そうなるように，そしてまた，警察官になりたいという女性が気概を持って働き

やすい場所となるようにも，期待したいと思いますので，取組をよろしくお願いします。

それで，徳島に住んでて良かったなというのは，やはり安心安全の部分がありますし，そ

れとその被害に遭われている方がそれぞれ相談しに行く場所があり，また，その相談しに

行った先で，親身になって相談にのってもらえて，そしてまた，その加害者になる人のそ

れぞれの処分をしてもらえるようなところまで持って行ける状況になるというのが，やは

り安全で安心して住める場所と思います。

　今，県外からの呼び込みもされてますけれど，その中で，やっぱり安全な街というのが，

一つのキーワードになって，皆さんが選ばれている，日本中のいろんな市町村を調べて安

全度が高いところへ行きたいねというようなお話もされておりますので，やはりその中で

も安心安全に住めるよね，子育てしやすいよね，女性も働きやすいし，住みやすいよねと

思えるような徳島県になるように，是非取組を進めていただきたいとともに，平成29年度

のこの問題課題にして挙げてくださってますので，是非，これからも取組を続けて継続し

ていただくことを要望して終わります。

古川委員

　先ほど本部長から説明いただきました平成29年度に向けた施策の基本方針の中で，治安

を巡る更なる課題で，女性・子供を巡る問題，ＤＶ，ストーカーや子供が被害に遭う事案

等への対応ということで，私も注目をしておりまして児童虐待であるとか，ＤＶ，ストー

カーの事案，新聞報道を見ていたら増えていっているのかなというふうに思います。通報

の状況とか，また，その通報によって出動する状況とかあると思うんですけど，そのあた
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りどういうような状況があるか教えてくれますか。

稲井生活安全企画課長

　人身安全関連事案の現状と推移についてということでございますが，人身安全関連事案

のうち，ストーカー事案の相談件数は，昨年 211件で，平成22年以降，年間 210件前後と

いう高い水準で推移しております。本年は10月末現在 133件で，前年同期と比べてますと

56件減少しております。また，配偶者からの暴力事案，ＤＶ事案でございますが，相談件

数は，近年増加傾向にございまして，昨年中は 334件で，10年前，平成18年が 147 件でご

ざいましたので，10年間で２倍になっているという状況でございます。本年は10月末現在

339件で，前年同期と比べまして48件増加しております。児童虐待でございますが，取扱

件数は，昨年中は 200件で，これも10年前と比較いたしますと，平成18年，これが35件と

いうことで約６倍と非常に増加しております。本年10月末現在の取扱件数は 197 件で，前

年同期と比べてこれも23件増加しております。それと昨年，児童相談所から警察署への援

助要請につきましては２件，本年10月末現在は３件といった状況であります。ここ10年間

では，多い年で４件，少ない年で全くなかったということであります。

古川委員

　状況はよく分かりました。児童虐待の関係，援助要請があった場合に出るということで

すけど，情報，通報が警察にあって，その場合どういう流れになっているのか，通報が

あったら警察は児童相談所に連絡するということなんですか。それと出動するのは，やっ

ぱり児童相談所から援助要請があったときだけということでよろしいでしょうか。

稲井生活安全企画課長

　児童虐待を認知した場合は，全て警察官を現場臨場させまして，先ほど，岡田委員から

話がございましたけれども，警察官職務執行法の権限行使と必要な措置を講じております。

あらゆる手段をとりまして，児童の安全確保を第一に。その後，そのような児童虐待事案

が疑われる事案として情報を認知した場合は，全国の児童相談所や市町村に対して，当該

児童に係る過去の取扱状況を照会しまして，警察が児童虐待が疑われる事案として取り

扱ったもの全て情報共有するというような状況でございます。また，委員から先ほどござ

いました，児童相談所が一義的に安全確認を行うというような場合に，警察署に援助要請

がございますけれども，こういうふうな場合は，速やかに警察官を派遣いたしまして，児

童相談所の職員の執行を援助するための立入りや警告，制止等の必要な措置を講じるよう

な流れでございます。通告につきましては，仮に虐待を裏付ける事実がなくとも，周囲の

事情から合理的に判断しまして，積極的に通告を行うということにしておりまして，通告

後も措置結果の情報提供を求めるなど，児童相談所との連携を図っているというような状

況でございます。
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古川委員

　いずれにしましても，警察が対応しなければならないという事案がかなり増えていると

いう印象を受けました。そういう状況の中で，この「大綱方針」に盛り込んだ各種施策の

具現化というところで，施設整備の在り方検討，地域情勢を踏まえた駐在所等の在り方と

整備手法の検討ということを掲げております。こういった県民の安心安全を確保していく

という部分で，やはり，駐在所とか交番とかの存在は本当に大事だと思っておるところで

す。このあたりの検討の方向性をお願いします。

岡崎警務課長

　地域とのつながりを守る活動でございますが，委員御指摘のとおり，交番・駐在所は，

地域住民にとって一番身近な警察活動の拠点であり，その存在自体が地域住民に安全と安

心を与えることができる重要な施設であると認識しております。しかし，県内に 133 か所

ある交番・駐在所のうち，約４割が築後30年を超えるなど，施設の老朽化が著しい現状に

あります。よって，その地域における将来の人口推移や治安情勢を慎重に見極め，交番・

駐在所の集約など，その在り方を検討した上で，施設整備に当たる必要があるものと考え

ておりまして，民間資金を活用した，いわゆるＰＦＩ手法による複数の施設整備，リ

フォームによる施設の延命化，市町村等の施設を活用したテナント方式による通い型駐在

所など，可能な限り財政負担が少ない手法による施設整備を行ってまいりたいと考えてお

ります。

　また，近年，高齢者が被害者となる交通死亡事故や特殊詐欺が増加傾向にあるほか，高

齢化の進展により認知症等を背景とした高齢者の行方不明事案等の更なる増加が懸念され

るところであります。事件事故の被害に遭う高齢者の中には，老人クラブや各種イベント

等に参加していない方も多くいることから，これら高齢者にも各種情報が行き渡るように，

本年９月から部門横断的な「高齢者の心に届く情報発信プロジェクトチーム」を創設しま

して，ラッピングバス「ふれ愛・こだま号」を活用して，主に中山間部等の高齢者方を訪

問するなど，移動・訪問型のきめ細かな情報発信活動を開始したところであります。今後

も，地域とのつながりを守る取組を進めてまいりたいというふうに考えております。

古川委員

　やっぱり，こういう女性とか子供の事案は増えているわけですから，駐在所，交番，い

ろいろ工夫するというのは大事だと思うんですけれども，どっちかというと集約よりも現

状維持か，若しくはもっと充実した体制というほうが大事じゃないかなと思うんですけれ

ども。その課題に向けた施策の中では，この県民の安全・安心の確保の中で，人身安全関

連事案への対応強化ということで，地方警察官の増員などということも掲げられている。

本当に警察官，やっぱり，地域にいていただけるだけで安心感が増すと思いますので，警

察官をもっと増やしたらいいかなと僕は思っているんです。このあたりの状況，増員とい

うことを書かれておりますけれども，どういうふうな状況でしょうか。
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岡崎警務課長

　基本方針に記載してあります，人身安全関連事案への対応強化による地方警察官の増員

についてでございますけれども，これは先ほど来，議論がありますように，人身安全関連

事案については，認知の初期の段階から，迅速かつ的確に対処する必要があると認識して

おります。この人身安全関連事案につきましては，警察庁におきまして，平成27年度から

３か年で 3,000人の増員を図るとの構想の下に，地方警察官の増員が図られておりまして，

本県には，これまでの２年間で，人身安全関連事案対策の強化を目的として合計11人の増

員が認められました。これらの増員については，警察本部の少年女性安全対策課，これは

今年の４月に創立しました。それから警察署生活安全課の体制について，それぞれ強化し

たところであります。

古川委員

　全国で 3,000人増員，それで徳島県11人ということで，このあたり私ももっとしっかり

応援をしていかないといけないと改めて感じております。特に，先ほどもこの中にもあり

ましたけれども，これから高齢化社会が進んできて，ますます警察の方が，対応していた

だかなければいけない状況が増えてくると思うんです。例えば，今だったら，亡くなられ

る方は，８割方，病院で亡くなられておりますけれども，今後，年間で亡くなられる方の

数というのが，40万人くらい増えてくるわけで， 160万人くらいの人たちみんなが，病院

で亡くなることができるかというと，そんなに病床は増やしていないんですね。ですから

やっぱり，自宅で亡くなる方がこれから増えてくると思うんです。そういった状況もあり

ます。当然，認知症の方も，かなり増えていきますので，はいかいの問題とかも出てくる

と思います。それから更に言うと，インバウンドもどんどん進めてますから，外国人も

入ってきて，それなりにトラブルも増えていくのではないかと思います。また，障がい者

施策も，今，本当にフレキシブルな社会をつくっていこうということで，障がい者に病院

や施設にずっと入ってもらってというのではなくて，やっぱり地域に出て生活していって

もらうというのが，基本的な流れです。そういったいろんな部分があって，多少トラブル

も出てくる。増えてくるという部分もそれなりに伴うと思いますので，やはり警察官の方

に対応してもらわないといけない部分というのは，多分増えてくると思います。増員とい

う部分は，しっかりと徳島県警から訴えていただいて，また，大した力もないですけど，

応援していきたいです。こういった事案の体制強化をしっかりととっていただきたいと思

います。

高井委員

　私のほうからは，徳島東警察署移転の問題について，引き続き伺いたいと思います。こ

の間，その整備手法について，全国初になるかもしれないという庁舎単独でのＰＦＩ手法

についていろいろなリスクや調整等を聞いてまいりました。今日は，そもそも論として，
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裁判所跡地への移転計画について，少し丁寧に御答弁をお聞きしたいと思っております。

と言いますのも，先日，恐らく議員皆さんのところに届いているんじゃないかと思います

が，徳島弁護士会から知事宛てに，徳島東警察署が裁判所北側に移転することについて反

対する申入れ書というのを提出したということであります。私の机にも置いてありまして，

ちょっと拝見してみました。移転表明されたのが，去年の６月の本会議でしたので，１年

４か月たって，今，こうした申入れ書を出されるというのも，なぜこんなに間を置いてな

んだろうという気もしたのではありますが，中身を拝見してみて，きちんと御答弁を聞い

ておいた方がいいのではないかという部分がありますので，是非よろしくお願いします。

　当然のごとく，徳島東警察署の庁舎は昭和46年に建ったので，私にしても年が同じでご

ざいますので，老朽化が進んでいるのは否めないとは思っております。治安，防災の観点

からも，早急に整備を進めることは当然ながら必要であって，できれば遅れることがあっ

てはならないと，予定どおり進めてほしいという思いもありますので，あくまでも警察署

整備は知事部局とは独立した公安委員会が中心に責任を持って，つまり県警本部がしっか

りと主体性を持って進めていかなくてはと思う中で，質問させていただきたいと思います。

　弁護士会がこの申入れ書に主張しているのは，主に５点ありまして，近代刑事司法にお

ける裁判所と警察の関係の問題ということが一つ。それから，裁判所跡地の桜の名木の喪

失の点，移転計画の正当性，妥当性が欠けているのではないかという点，道路交通環境に

おける渋滞や様々な支障が起きるのではないかという点への疑問点，それから最後に手続

上これで正しいのかという５点に分かれて，申入れ書が出されているわけでございます。

　まず，１番の裁判所と隣接して警察署を整備するということについてお伺いをしたいと

思います。裁判所新庁舎とこの徳島東警察署新庁舎ができあがれば並立するということに

なって，客観的にいえば，あたかも一体化した組織であるように見えるのではないかと。

それは裁判所の独立性という点において疑問を持たれるのではないかというふうに言って

おりますが，この点はいかが思われるのでしょうか。

高橋拠点整備課長

　弁護士会の申入れ書に関する御質問でありまして，まずは，近代刑事司法における裁判

所と警察の関係の問題です。これも昨年来，一貫して私のほうで御答弁を申し上げており

ますけれども，裁判所裁判官は，飽くまで公平・中立の立場で審理されるものと認識して

おりまして，警察署庁舎の位置であるとか施設の外観などによって，その判断に影響を受

けるものではないものと認識しております。以前の委員会でも申し上げましたように，ほ

かの県においても同様のケースがありまして，特段の問題はないということを確認してお

ります。先ほど，委員から御指摘がありましたように，客観的に見てという話であります

けれども，当然，敷地の境界には障壁等を設けますので，庁舎が分かれているんだという

ことを明らかにするとともに，庁舎につきましても，あたかも裁判所と警察署とが同一視

されることのないような警察署らしい警察署を整備してまいりたいと考えております。
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高井委員

　ちなみに当事者である裁判所職員とか裁判官といった裁判所のほうからは，何かお話は

ありましたでしょうか。

高橋拠点整備課長

　現在のところ，特段の裁判所からのお話というのはありません。

高井委員

　それでは，続いて裁判所敷地内の桜の件について伺いたいと思います。確か，読者の手

紙にも御答弁をされていたように思いますが，保全に配慮したいということでございまし

たね。この桜，大変徳島市民に親しまれている桜で，この桜並木は基本的には維持すると

いう方向性ではありますが，その北西の隅の桜が切り倒されるのではないかという報道も

なされておりました。この桜自身は名木と言われる桜で移植が困難で，そもそも桜という

性質もあると思いますが，移植してもなかなか根付かないのではないかということや，ま

た移転用地自体が非常に狭くて，庁舎の配置等から考えても保全をしていくということは

無理なのではないかというふうに懸念がなされておりますが，この点についてはいかがで

しょうか。

高橋拠点整備課長

　移転用地につきましては，桜が10本ほどございまして，委員御指摘の北西隅にある桜，

これが敷地の内側にあるから影響を受けるんじゃないかという御指摘です。また，この桜

が早咲きであるということから移植等の場合に保全されないんではないかという御指摘で

す。我々としましても，この10本の桜というのは最大限保全してまいりたいという考えで

ありまして，当初からそういうふうに申し上げているところであります。整備事業を進め

るに当たっては，緊急車両の出動であるとか，来庁者の利便性を確保しつつ，その桜の保

全に配意してまいりたいと考えておりますけれども，現在，ＰＦＩ手法ということで，事

業者にどのような形で保全できるかという提案を求めているところであります。いずれに

しましても，先ほど委員から御質問がありましたように60年という，ある程度年齢的には

寿命がきているとの指摘がなされています。我々のほうでも，樹木医に確認をしましたら

ほぼやっぱり寿命が近いと。いずれにしましても，この最大限保全するという意味では当

然，延命化という措置になりますけれども，県外では倒木によって死亡事故等もあります

ので，こういうところも慎重に考えなければならないと考えています。現在のところは，

保全に向けた最大限の配慮という意味で事業者の提案を求めているところでありますけれ

ども，こうした民間事業者の提案も受けながら，どのような形になるかということをまた

明らかにしてまいりたいと考えております。

高井委員
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　非常に難しいところだと思います。桜という木の性質について，様々な研究を重ねてで

きる限り，保全ができる方向で頑張っていただきたいと思いますし，やはり，この点皆さ

ん心配している方も多いのではないかと思いますので，できるだけ方向性が出れば，また

できるだけ明らかにするということも引き続き，続けていただきたいと思います。

　そして，先ほども話がありました，県警察が策定した基本構想の中の留置施設の整備と

か来庁者の駐車場の確保等，こうしたことが大事であって，これを実現するのは当然で

あって，実現するものでなければならないというふうになっております。去年の３月に出

された庁舎の基本構想等を丁寧に読ませていただきますと，様々な工夫を凝らすというこ

とでもありますが，その工夫の一つに庁舎や駐車場を高層化していくということやいろい

ろな検討方法が書かれております。弁護士会からは現在地で建て替えすれば足りるのでは

ないかというふうに言っておりますが，その捜査活動や救助活動等の迅速化において，高

層化ということは非常に問題があるのではないかということも指摘がされております。よ

り広い施設が必要であるにもかかわらず，少し狭い場所に移設する方向性を出されたこと

において，そうしたことに答える，懸念の声に答える立場としてはどのように考えておら

れますでしょうか。

高橋拠点整備課長

　２点の関係についてお答えをしたいと思います。まずは，現在地での建替えの可否につ

いてなんですけれども，現庁舎の敷地は南北に細長く，その中央部に庁舎が建築されてお

ります。敷地内に仮庁舎を建築するにしても，警察施設でありますことから留置施設等，

徳島東警察署は大きな留置施設を構えておりますが，これを設ける必要があります。それ

から先ほど言ったように，敷地の真ん中に庁舎が建っている関係で，駐車場もほとんど使

用できなくなる可能性があります。このようなことから多数の被留置者を抱えながら，24

時間稼働する警察機能を維持するのは困難であるということから，現在地での建替えは困

難だと，基本構想の冒頭でそのように書かせていただいたものであります。基本構想につ

きましては有識者会議からの提言であるとか，部内アンケートの結果等を踏まえて，新庁

舎に求められる機能や性能，事業手法の課題や方向性を取りまとめたものであります。こ

れらは，整備場所や整備手法，当然必要となる，前提となる事業費など未決定段階で，求

められる最大限の機能であるとか理想を構想したものであり，これについても可能な限り

反映させてまいりたいと考えております。質問にありました，緊急事態に対応がうんぬん

ということですけれども，当然，必要な面積につきましては，都合上，高層化になると考

えておりますけれども，庁舎や駐車場の高層化については，事業者の提案によるところで

あると考えておりまして，ただ，緊急車両の出動につきましては，出動しやすい位置に配

置するなどして支障のないように努めてまいりたいと思います。

　また，先ほどありました，桜の関係等でありますけれども，現在地の警察署の敷地の活

用なども含めて総合的に判断したいと考えております。
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高井委員

　正に，こうした救助活動や捜査活動に対する迅速化という，懸念の声が上がらないよう

に細かい部分においては，いろいろと事業者と，また，政策においても丁寧に議論を進め

ていただきたいと思っております。

　そして，もう１点少し重なりますが，緊急車両の出動等において，この用地の部分は渋

滞を招くのではないかという懸念もこの前の委員会の質疑でもありましたし，弁護士会か

らも出されております。つまり，移転用地は国道 192 号線と11号との結節点というところ

であって，交通往来が非常に激しい場所であります。ここで，緊急車両を迅速かつ円滑に

出動させるというのは，混雑の時間帯等であれば非常に難しいのではないかと，かつ，交

通渋滞も心配ではないかという声もございますが，この点についてはいかが考えますで

しょうか。

高橋拠点整備課長

　出入口の配置につきましては，未定でありますけれども，新庁舎予定地は，南側は裁判

になっていますが，東，西，北側の３方が道路に面していることから，事案発生時の出動

には支障がないと判断しております。むしろ，現在地よりも安全であるとか，緊急的に出

動する状況においては，適地であると考えております。また，パトカーは専ら管内をパト

ロールしておりまして，緊急出動があった場合でも本署から出動することは，まずもって

少ない状況であります。これは消防署とは違うかなと思っております。さらに，徳島東警

察署は免許更新等の事務もやっておりませんので，一時的に多数の来庁者があることはご

ざいません。したがいまして，同署の整備によって，慢性的な交通渋滞に陥る可能性は低

いのではないかと，今，みているところであります。いずれにしても，駐車場の位置であ

るとか，構造は工夫して，周辺道路の交通環境には，できる限り支障が及ばない形で整備

を進めてまいりたいと考えております。

高井委員

　よろしくお願いをしたいと思います。では，最後に，計画の手続上の問題ということで，

この計画自体が少し不透明だったのではないかとの指摘もなされております。つまり，警

察が策定したこの基本構想の内容と先ほど来触れた現在の敷地よりも移転用地の場所に決

めるとの整合性において，どういう手続を経て，これから移転計画へ移るまでの発案に至

るまでの経緯がどうだったのかということについて，少し不透明なのではないかと指摘を

受けております。確か，以前には旧徳島東工業高校の跡地も候補として考えておられるよ

うな，恐らく報道か何か話もあったと思いますが，そうしたところを選ばずに，ここに決

めたということに対して，手続的にどういうふうな判断がなされて，どういう時期に決め

られたのかということについても回答を頂ければと思います。

高橋拠点整備課長
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　県警察におきましては，かねてより市内中心部の公共用地を抽出して，幾つかの検討を

重ねてきたところであります。裁判所の跡地についても，移転の可能性や警察署用地とし

ての適格性について検討してきたところでありますけれども，国有地でありまして，警察

としても必要な情報というのは把握しておりませんでした。県有地を中心に模索を続けて

きたところであります。それと並行しまして，部内アンケートであるとか，有識者会議の

提言等を取りまとめてきたところでありますけれども，昨年の本会議でも警察本部長が答

弁いたしましたけれども，昨年度２月に知事部局から，財務省からの照会であります，未

利用国有地の取得要望の問合せがありまして，裁判所跡地について改めて部内で意見の合

意形成に努めまして，同所というのが，人や車の往来が激しくて，また，事件・事故が多

発するＪＲ徳島駅であるとか秋田町等の歓楽街に的確に対応できること，そして，緊急事

案の初動対応が迅速・的確に行える幹線道路沿線等の場所にあるということ等から，基本

構想にも入っておりましたし，最適地との判断をしたところであります。

　もとより警察署の位置等につきましては，県警察が治安維持であるとか，災害対策等の

活動を行う上でベストと思われるところを一義的に判断するものと考えておりまして，こ

れは従来，三好警察署であるとか，小松島警察署であるとか，阿南警察署は現在地で建て

替えましたけれども，徳島北警察署，これも我々の方で一義的に判断させていただき，県

議会で公表しという形で進めてきたところであります。今回も同様の諸手続によりまして，

県議会で公表させていただいたものであり，一定の手順を踏んだものであると認識してお

ります。

高井委員

 いろいろと疑問点については，それぞれに丁寧に御答弁いただきましたけれども，弁護

士会が指摘するところの近代刑事司法の理念とか人権擁護の観点というのは，どのような

施策をする上においても，大事な理念であります。桜の保全なんかも，皆さんの求めると

ころでありますので，是非，そうしたことも丁寧に酌み取って，しっかりと進めていただ

きたいと思います。本会議でも申し上げましたけれども，警察に対する信頼というのは治

安情勢に大きく影響を与えますし，皆さんの理解と支援とともに，やはり，みんなで安心

安全をつくっていくということに対して，開かれた県警であると同時に，引き続き，いろ

いろな形で情報を提供し，協力を頂く中で，良い徳島県を，安全な徳島県をつくっていた

だけるように，これからもお願いをしたいと思いますし，我々も共にいろんな形で頑張っ

ていきたいと思いますので，よろしく，どうぞお願いいたします。

山田委員

　今の徳島東警察署問題で，私もシンポジウムに参加しておりました。いろんな関係者の

皆さんや市民の皆さんから意見を伺っています。そういう立場で事前委員会，また，９月

の付託委員会でも質問してきましたけれども，改めて聞きたいと思います。今，高井委員

とのやりとりを聞いていました。今回の達田議員の一般質問の中でも，移転が発表される
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まで数箇所検討したというふうに言われてきたけど，どのような場所を検討して，どうい

うふうな課題があったんでしょうか。

高橋拠点整備課長

　移転場所につきましては，県財政への負担なども考慮しまして，徳島市内の公共用地を

複数抽出して検討してまいりました。具体的には，先ほど，高井委員からもありました徳

島東工業高校跡地や，ろう学校跡地等について検討してきたところであります。これら二

つに関しまして，基本的な用地選定のコンセプトは，有識者会議等からの提言もありまし

たように事件・事故に迅速かつ的確に対応できる場所，災害対策に警察力を最大限発揮で

きる場所，県民の利便性に配意した場所との提言等を踏まえまして，この徳島東工業高校

跡地であるとか，ろう学校跡地の検討はしてまいりましたけれども，その後，検討中に裁

判所跡地の取得照会があり，これら課題が解決される場所であることから最適地であると

判断したという状況であります。

山田委員

　今，話があったんですけれども，ここに平成23年11月４日の第１回の徳島東警察署の整

備検討委員会の資料があります。比較表というのが出ております。４か所検討されており

ます。現在の徳島東警察署，徳島東工業高校跡地，運転免許センター跡地，ろう学校跡地

というふうに検討されている。高橋課長は，今，高井委員の質問の中で，徳島東工業高校

跡地の問題についても，一応ふれられて答弁されたんですけれども。この比較表を見たら，

例えば，位置の問題で，現地より東方へ約1.5 km移動するだけで，繁華街，中心街への臨

場への時間に大差ないという点や警察活動を行う上でも非常に都合がいいし，非常に交通

のところについてもいい。全体的に，非常に好評価が，この時点では入っています。だけ

ど，そのことが実は否決されたということになっているわけです。もちろん用地の関係が

あったかも分からないわけですけれども。もう少し，丁寧に説明していただけますか。

高橋拠点整備課長

　先ほど，答弁しましたとおり，また山田委員からもありましたように，ろう学校，徳島

東工業高校以外にも検討してきたところであります。もともと，我々は移転場所というの

は，治安対策の観点から現在地周辺がベストであると考えていたところでありますけれど

も，裁判所の新庁舎の整備に伴いまして，そこに余剰地が生じる。これも承知はしており

ました。ところが，同所は国有地でありまして，余剰地のその後の方針というのが，はっ

きりしておりませんでしたので，専ら取得できる可能性の高い財産である県有地を中心に

検討を進めていたところであります。そうしたところ，昨年２月でありますけれども，知

事部局を通じて我々に裁判所跡地の取得照会がありました。そこで，改めて我々の中で合

意形成を図って，先ほどの県有地よりもベストであろうとの判断の下で手を挙げた。そこ

の場所が，最適地であると合意形成を進めたものであります。
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山田委員

　最適地であると。これについても後で，ゆっくりと聞きたいんですけどもね。その面で

今回の一般質問の中で，徳島東警察署の移転について，いつ，誰が，どこで，どういう根

拠で，決めたのかというふうに聞きました。本部長の答弁では，昨年２月，四国財務局か

ら裁判所跡地の取得要望を受けたと。つまり始まったのは国有地の，余剰地の関係があり

ますから，当然この時点からで，だから基本構想ができた時点では，当然，具体的には，

この中に検討に入っていないとあるんですけども。一体，この最適地というふうに判断し

たのは，いつ，誰が，どこで，どういう根拠でされたのかという点についてお伺いします。

高橋拠点整備課長

　行政機関の意思決定の方法でありますとか，それは事務の内容でありますとか，その性

質によって様々であります。当然，文書で立案して，合意形成を経るもの，また，会議等

で決定するものもございます。その決定に際しましても，当然，行政内部で決まるものも

あれば，パブリックコメント等で県民の御意見を諮るのも多々あろうと思います。本件に

おきましては，先ほどもありましたように，ある程度の条件というのがありました。先ほ

ど三つ申しましたけれども，事件に対応できるであるとか，防災機能が発揮できる，県民

の利便性に配意できる。当然，これは有識者の提言でありますけれども，これを踏まえた

基本構想であります。そこの前提をお聞きしつつ，四国財務局から裁判所跡地の取得要望

の照会を受けまして，警察内部で合意形成を進めまして，同所が治安や防災機能を最大限

発揮できる場所であるということから警察本部長以下の総意をもって判断・決定したもの

であります。

山田委員

　質問に答えて欲しいんだけど。いつ，どういうふうな期間で，具体的に決まったのかと

いう点について非常に不明確だと。実は，この徳島東警察署問題，今回の一般質問もあっ

たので，過去のいろんな警察関係の資料をもらいました。平成18年以降の資料がここに

あって，去年の１月14日までの検討会議の資料があります。しかし，今回については，そ

ういうふうなことが全く示されてないんですよ。それで，昨年６月，樫本委員の質問に知

事が答えて，ここだというふうな答弁をされたというふうなこと，これは聞いていない。

去年の総務委員会でも，かなりいろんな議論があったと聞いているんです。当然県民の声

を含めて聞いた上で，少なくとも判断するのが必要だと思うんですけども，今，抽象的に

高橋課長が言われておるけれども，具体的に，いつ，誰が，どういう期間で，どういうふ

うに決まったのかということについて，明確な答弁をお願いします。

高橋拠点整備課長

　移転場所につきましては，治安対策上の観点からもともと，現在地周辺が理想であると
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考えていたところであります。ところが，国有地であることから，移転が可能かどうかは

不明であったということであります。昨年２月に，そういう照会を受けまして，部内の検

討ということでありますけれども，委員が持たれている資料，これは当然，その場所が最

適地であるかどうかを検討する資料でありますけれども，同所というのは，現地とほぼ近

接しておりまして，立地条件においては検討の課題等は必要ないという判断をしまして，

しかるべき部長会議等で判断を進めてまいったということであります。いつかということ

でありますけれども，当然しかるべき時期に会議を開いてということでありますけれども，

これら必要な文書というのは残っておりませんので，日付等を明確に申し上げることは困

難でありますが，少なくとも警察本部長以下，組織決定を諮った上で判断をしたものであ

ります。

山田委員

　検討したと言うけれど，部内アンケートでも，やはり広いところ，駐車場の確保もでき

てということがつづられております。多くの職員さんもそういうふうに思われています。

しかし，実際，狭いですよ。桜の問題もある。さっきも話が出ました。当然検討する課題

がたくさんあったにもかかわらず，ほかの県民の意見を含めて検討の必要はないというふ

うに判断された。県の管財課から資料をもらったら，５月に県警察から裁判所跡地が最適

であるという意向が示されたというふうに書かれている。だから，そんなに昔の話ではな

いんです。どこで，どういうふうに，誰が，どういう格好にして決めたのかいう点につい

ては，そんな一般的な話ではなく，明確な答弁を頂きたいと思うんですけれどもいかがで

すか。

高橋拠点整備課長

　警察内部の会議でありまして，当然，警察本部長以下が決定したことであります。場所

につきましては，現在地と隣接する場所であって，そのような詳細な検討は必要ないとい

う中での会議でありますので，いつかという明確なことを申し上げることには至りません

けれども，少なくとも警察内での会議で決定したということで，その上で知事部局に対し

まして，最適地であるという回答を５月に申し上げたと。その全体の警察内部の意思決定

を受けて，５月に私以下が，その内容を伝えたということであります。

山田委員

　とても納得いかないですよね。これだけずっと検討を重ねてきたわけでしょ。ここに一

応するということになったら，そこについては重大な意思決定になる。歴史的に積み重ね

てきたわけですから。だからそういうこと自体は警察内部はもちろんですけれども，県民

含めて，広く聞いて適地とするというのが当たり前ではないですか。

　その点で１点，県警察は公安委員会に管理される行政機関ですけれども，公安委員会の

決裁，あるいは，報告・相談等はどういうふうにやられてきたんですか。
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高橋拠点整備課長

　我々を管理します公安委員会に対しましては，定例会等におきまして，県警察が取り

扱った事件事故であるとか，そのほかの案件について報告をしているところであり，今回

の徳島東警察署整備につきましても適宜，節目節目で報告をしているところであります。

南委員長

　午食のため休憩します。（12時09分）

　

南委員長

　休憩前に引き続き，質疑を再開します。（13時13分）

山田委員

　引き続き，徳島東警察署問題について聞いていきたいと思います。１年４か月という話

がありました。だけど，東京都の豊洲が１年６か月で，もっと長いスパンで，おかしいこ

とはやっぱり，おかしいんです。だから行政手続の決定過程というのは，非常に重要な話

です。５月に最適地と，一部の中のメンバーだけで決めたという経過が明らかになりまし

た。ここの問題も聞いておきたいんですけれども，先ほど，高井委員とのやりとりの中で，

この近代司法ですね，刑事の問題。実は，先日，立命館大学からこの専門の先生が，また，

法曹界の弁護士さんから，やはりチェックする裁判所とチェックされる警察が同居するこ

とについては，戦後71年たって非常に今，問題があるという話が出ました。神奈川県警は

道を隔てていますから，同じ敷地でないということは，高橋課長もよく御存じですね。前

の委員会のときに山梨県警という話が出ましたが，これができたのは一体何年の話なんで

すか。端的にお答えください。

高橋拠点整備課長

　詳しい年次は承知しておりませんけれども，昭和の初期であったと承知しております。

山田委員

　昭和の初期の話なんですよ。つまり，三権分立が，できていない以前の司法省というの

があって，そういう時期に同居した。その名残がずっと残ってる。ということで，具体的

に聞きますけれども，同じ敷地内で戦後，こういうふうな警察署はありますか。

高橋拠点整備課長

　現在，同様の形の敷地の境界を隔ててあるのは，山梨県警を承知しているだけで，それ

以外は承知をしておりません。
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山田委員

　つまり，山梨県警と言われてきたけれど，それは戦前の話だと。話が全く違うんです。

だから弁護士や法曹界の関係者もやはりおかしいと。今の三権分立の中では，この決め方

は，不透明だという指摘はこういうところにあるんですよ。非常に重要な指摘だと思いま

す。

　さらに，駐車場の問題についてもお伺いしておきたいんですけれども。高橋課長が前の

議会のときに，40台を現在の徳島東警察署の取り壊した跡地に置くというふうな答弁をさ

れました。これは，ＰＦＩの実施方針等から見て，また，弁護士会の回答書も見させてい

ただきましたけれども，そういうふうな表現はないんです。これは，９月議会で苦し紛れ

に言われた答弁なんですか，それとも，これは生きているんですか。

高橋拠点整備課長

　現在，要求水準書というものを，この10月末にＰＦＩ法に基づきまして公表しておりま

すけれども，そこの中では60台以上95台以下としているところでありまして，新庁舎の駐

車台数，これは実際の入札公告は来春を予定しておりますけれども，それに向けて更に研

究してまいります。

山田委員

　端的に，徳島東警察署跡地というふうに前の議会のときに答えたけれども，これはどう

いうことなんですかという点が１点。あわせて，県下の警察署の中で，いわゆる駐車場台

数が 100台以上ある警察署というのは一体どれくらいあるのか，ないのかという点につい

てもお伺いします。

南委員長

　小休します。（13時17分）

南委員長

　再開します。（13時17分）

高橋拠点整備課長

　まず，駐車場の現状につきまして，現状は90台程度あるということで答弁はいたしまし

た。 100台以上ということでありますけれども，現在は徳島北警察署，鳴門警察署，阿南

警察署，これが 100台を超えている警察署であります。

山田委員

　つまり，県下でも３警察署は 100台以上あるんです。徳島東警察署というのは，県都を

代表する警察ですよ。それが 100台になかなか満たない。さっきからも話をしているよう
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に40台は，徳島東警察署の跡地ということも考えているという答弁がありました。この答

弁はいまだに生きているんですか。

高橋拠点整備課長

　要求水準書は60台から95台と書いており，これは桜の問題等がありまして，今後，更に

精査をしていくということであります。当然，限られた敷地であるとか，現在地を利用す

ることによって，更に我々としては自由が高まるものと考えております。そこらというの

は一体で利用します。およそ，そんなに距離としては離れておりませんので，問題ないと

考えています。それと基本構想も最大限考慮しなければなりませんので，駐車できる台数

については精査してまいりますけれども，駐車場は，現在地との一体利用により更に自由

度が高まるものと考えております。

山田委員

　遊休地の跡地活用の問題も中山委員から出ました。徳島東警察署のところも，本来なら

活用しないといけないのにもかかわらず，一体利用でいける。そんなに遠いわけではない

というふうなことを言われていますけれども，どう見ても不自然だと。基本構想では，留

置場にしても，庁舎の駐車場にしても広く多くの職員の皆さんがそういう声を挙げていた

わけです。だからどんなに言い逃れしても基本構想と，今回の裁判所跡地はニアイコール

にならない，というふうに思うんですね。

　その関係で更に聞いておきたいんですけれども，実は，最大の問題である景観問題につ

いてです。シンポジウムや市民の皆さんから，桜がある，そこを緑地にしたら非常に県都

徳島市として，都市格好としてもふさわしいところだということも言われてます。昔は緑

地の構想もありました。こういうことから見たら，なぜわざわざここに７階以上の建物を

建てるのか。この基本構想の中でも景観・外観の中でも言われているじゃないですか。わ

ざわざ徳島市の景観計画ということも掲げられております。この５月の時点で県のメン

バーや徳島市とのメンバーともしっかり協議されて，この最適地ということになったんで

すか。

高橋拠点整備課長

　基本構想の中においては，徳島市の景観計画の目標であります，自然と歴史・文化を生

かした水と緑と光を生み出すうんぬんと書かれておりまして，当然，外観デザインも周辺

にマッチしたもの，そういう観点で整備してまいるところでありますけれども，当然この

時点においては，設計等具体的な話はありませんので，今後，要求水準等を出しておりま

すけれども，そこの中では配意したいと考えておりますけども，その段階においても当然

基本構想の中にありますので，具体的な検討はしておりませんけれども，今後検討してま

いりたいと考えております。
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山田委員

　今後検討するよりも，私が聞いているのは県や徳島市と景観，いわゆる，あそこは県外

から来る皆さんにとっても県下の一番入り口のところですよね。そこの在り方の問題とし

て一番何が適当かということについては，しっかり検討が要ったと思うんですよ。観光都

市徳島を掲げる徳島県，徳島市の景観条例等々から見てですね，こういうところとしっか

りと話をして決定するといったことが要ったと思うんです。今までの高橋課長の話だった

ら，５月に一部の内部だけで決めましたということですから，県とか徳島市のほうとは，

全くこの間，最適地ということを決めるまでは，協議してないんですか。していたら，い

つ，どういうふうにしたか御答弁ください。

高橋拠点整備課長

　景観等につきましては，施設に属するものと考えておりまして，今後，その整備計画が

進む中で配意してまいりたいと考えております。

山田委員

　いや，かみ合ってないです。僕が言っているのは，ここの場所がいったい県都にふさわ

しい環境という面から見てね，当然県の必要な部局，さらには都市計画の面，また徳島市

の都市景観に関わるところともしっかり協議が要るんじゃないですか。そして，最適地と

か最適地でないとか，また，県民，市民の意見もあります。桜の問題もありますから，そ

ういう手続を当然踏んで，最適地というんならまだ分かるんですよ。５月の最適というふ

うな判断の中は，そういうふうな検討はイエスかノーかで結構です，されたのか，されて

ないのか。

高橋拠点整備課長

　その時点においての検討というのは，いたしておりませんけれども，今後，外観景観に

基づいて必要な検討をしてまいりたいと考えております。

山田委員

　今後，検討するというより，最適であると言うときに，何で検討しなかったのかという

ことです。本来，行政手続から言えば，徳島東警察署の跡地は，これだけ関心を持たれて

いる場所ですよ。検討も平成18年以降ずっといろいろやられてきた。市民も関心を持って

いる。桜の問題も関心を持っている。裁判所と警察が一体というのは，いいのかという声

も実際，市民の皆さんからも頂いてます。そういうことから見たら，急いで決めるんじゃ

なくて，そういう市民・県民の声，また関係諸団体の声をしっかり合わせて聞くべきでは

なかったか，検討すべきではなかったか。何で急いだんですかということです。

高橋拠点整備課長
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　繰り返しますけども，庁舎としての基本性能としての外観等を配慮していけばよいもの

と考えております。警察署の位置等につきましては，先ほど来，申し上げておりますけれ

ども，まずもって我々，警察活動を行う県警察が一義的に場所を決める。それで必要な手

続としましては，当然，県警察の中で考慮するという形でありますので，手続面を含めて

問題ないと考えております。

山田委員

　手続に問題があるという指摘なんです。これは，法曹業界もそういう声を上げています。

５月のいつ決まったのか。どの会議で決まったのか，明確な答弁ができない。つまり，達

田議員も今回は，徳島版豊洲問題だと，どよめきが起こりましたけれども，そういうふう

な指摘にあるように，決定過程が非常に不鮮明で，有識者会議，あるいは県議会，客観的

な検討もしないでですね，財務局から照会を受けた。その途端に，一部の役人だけで決め

てしまった。建物の形状ではないんですよ。ここの場所を含めて一体どういうことを意味

するのか。都市景観，都市環境の面からも当然いろんな意見が出てきます。そういうこと

を何で，検討しなかったのか。これで，県民の理解が得られるのかと思います。この前も

シンポジウムに来ている人たち数人に聞きました。やはりみんな，何となく不自然だな，

おかしいなという声が上がっていますよ。ますます，この議論は，強まっていくというふ

うに思います。そういうことで，この県民の理解ですね，狭いという，基本構想からも全

然その主旨が生かされてないと言えます。いろんな問題点，弁護士さんのほうからも声が

出ています。そいうことを含めて総合的に県民の理解が裁判所跡地で得られるのかという

ことについては，県警はどういうふうな立場にいるんですか。

高橋拠点整備課長

　先ほど来，申し上げておりますように，発表から約１年１か月がたっておりまして，

我々としましては，しかるべき手続を踏んできたと考えております。県民からの声も，ほ

ぼこれに反対する声は限定的でありまして，一定の理解が得られていると考えております。

山田委員

　なおざりの答弁に終始しております。もちろん，これがこれで終わるわけではありませ

ん。だから引き続きこの問題を言うんですけどね。繰り返し本部長にも聞いておきたいん

ですけれども，決定過程，正式な手続ということで見たら，本来で言えば様々な手順を踏

んで，文書も残して，ここが一番適当だというふうなことを発表するというのが，当然の

立場ではないですか。しかし，それがされていない。２月議会では知事にも聞かないとい

けないと思っておりますけれども，この面で言えば，県警本部長は今ここで議論されてき

たような中身について，今回の裁判所跡地の経過等を踏まえてどういうふうに認識を持た

れているんですか。県民から理解を得られるというふうにお思いですか。御答弁ください。
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鈴木警察本部長

　徳島東警察署の新庁舎整備における質問でありますが，徳島地方裁判所跡地については，

特に治安あるいは防災機能の面から最大限発揮できる場所として，県警察としては最適地

ということを判断したものであります。これについては部内で合意形成をしまして，組織

として判断，決定したものであります。この警察署新庁舎整備，これは県民からも非常に

強く望まれているものと認識しておりまして，県警察といたしましては，喫緊の課題とし

まして，着実に整備を進めてまいることを考えております。

山田委員

　今，答弁を頂きましたけれど，とても納得できるような答弁ではない。やはり，決定過

程が非常に不透明で，連携がとてもじゃないけど取れているとは言えない。特に都市景観，

都市環境という視点での検討は，もちろん皆さんプロじゃないですから，本来だったら，

そういう御指導も含めてしっかり検討が要ったというふうに思います。引き続きこの問題

については質問していきたいと思います。

喜多委員

　平成29年度の警察本部の基本方針というものが出されました。もちろん来年度でありま

すので，これらについて来年度にいろいろ検討をして進めていくということであろうと思

います。その大きな柱がこの徳島東警察署の整備ということになろうと思いますけれども，

何点かお尋ねしたいと思います。

　現在の治安情勢というところにも出ておりますけれども，刑法犯認知件数が12年連続減

少ということで，平成18年に比べて半分。人身交通事故の発生件数も約半分近くまでいっ

て，これ県民に信頼される徳島県警察として毎日毎日の御努力というか，いわゆる夜も寝

ないで頑張っていただいたおかげでないのかなと思います。いつもなんですけれども，心

から敬意を表したいと思います。それと余談ですけれども，どこでもですけれども交番・

駐在所の赤い火がついてるんですね。あれ見たらホッとするんです。そして，警察官が中

にいたら，より安心するというか，そんなことも地元に密着した安心できる警察署として，

これからも御努力を続けてほしいなと本当にお願いしたいと思います。それらについて，

二，三お尋ねしたいと思います。

　最近ですけれど，９月に早めのライト点灯ということで，日没の30分前に車のライトを

つけるということを含めて，推進する14事業所を指定しました。そして，今回，ハイビー

ム走行励行事業所ということで，これも新たに再度指定をして，夜間の運転時のハイビー

ムによる走行を進めていくという話ですけれども，私は走るのが市街地というか，街中が

ほとんどでありますので，ほとんどロービームで，上にあげるということがほとんどでき

ない，対向車がいない道路を走るという機会は余りないので，ロービームばっかりですけ

れども，ちょっと離れたら確かにロービームの場合は，人が見えない。周囲のものが見え

にくい。発見が遅いということで，ハイビームにしなければいけないなと思って，１回１
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回，面倒ですけれども，できる限り外へ出た場合はやっているんです。けれども，近所で

はできてないということと，これは，相手の車がまぶしくて見えなくて，それによって事

故が起こることもあるし，歩行者が発見されやすいということもあるので，いろいろとデ

メリットもあります。今回のこの事業所を指定して，そしてハイビームを推進するという

ことの趣旨とその効果について，答弁をお願いします。

中野交通企画課長

　ハイビームについての御質問でございますけれども，例年10月から12月にかけては，日

没時間の早まりなど，夜間におきまして歩行者が車にはねられるという交通死亡事故が増

加する傾向にございます。それら事故を分析してみますと，やはり，自動車運転者におい

て，歩行者の発見の遅れ，それが原因というところが多くなっているところでございます。

そこで，県警察といたしまして，自動車運転者に対し，夜間における上向きライト，ハイ

ビームの励行ということを現在，推進中でございます。通常，上向きライトにつきまして

は，法的には走行用灯火，下向きライトは，すれ違い用灯火と言いまして，下向きライト

の照射距離は約40メートル，それに対しまして，上向きライトの照射距離は約 100メート

ルとなっております。つまり，上向きライトが走行中の基本であり，そして，より早く歩

行者を発見できることを改めて広報啓発しているところでございます。こういった理由か

ら，夜間の上向きライトにつきまして，県民への周知徹底を図るために，各警察署単位で

１事業所以上を選出しまして，県警察から上向きライト励行事業所として指定させていた

だきました。それで，各地域の事業所から上向きライトを浸透させ，事故防止を図る狙い

がございます。ただし，委員御指摘のとおり，常時上向きライトで走っておりますと非常

にまぶしいこともありまして，市街地を走る場合であるとか対向車があるとき，また，御

自身の前を走る車があるとき，歩行者を発見した後には，下向きライトに切り替えるよう，

こまめな切替えについても伝えているところでございます。これから年末にかけまして，

交通死亡事後を徹底抑止すべく，より一層の諸対策を推進してまいる所存でございます。

喜多委員

　 100メートルと40メートルということで，発見が大きく違うということで，これから

せっせと進めていただきたいと思います。

　それと，初めに申し上げたように，早めの点灯ということで，特に秋冬になりますと，

日暮れがすごく早くて，午後５時が来たら真っ暗となってまいりました。ライトをつけて

ない車が，本当に多く走っていてですね，危ないなと思って，早めの点灯どころか，夜間

でも点灯できていない。あの，車のライトは例えばですけど，何時からつけたらいいかを

ほとんどの人が知らないんですね。一般的に，暗くなったらつけるという意識しかないん

ですね。実際は，道路交通法では日没から日の出までとなっているので，それを改めてア

ピールというか，言っていただいて，暗くなったらつけるというのでは決してないんです

よと。時間がものすごく違いますけれども，季節によって明るくとも，日没が来たらつけ
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るんですよということをまず知ってもらうということから，質問からずれますけれども，

早めの点灯ということも含めてハイビームで走るということも，これからも周知してほし

いなと思っております。いろいろほかの委員からも出ましたけれども，12月10日から１月

10日まで，徳島県交通安全県民運動ということで，飲酒運転を中心にいくと思いますけれ

ども，いろいろな警察署の方針のもとで，この１か月の交通安全運動が始まるようでござ

います。１人でも交通事故による死者を出さないように，万全の体制で臨んでほしいなと

お伝えしておきます。

　そして，もう一つが，先般，女性巡査が大舞台で１本ということで，徳島東警察署の徳

島駅前交番に勤務する小出蒔絵巡査が，国際大会に出場する選手も出られる日本で最高の

大会である，講道館杯全日本柔道体重別選手権大会に出場することができたということで

す。これに出場するために全国警察柔道選手権大会で３位ということで，すごい頑張り屋

さんらしいですけれども準々決勝で，左肩を脱臼して，けがの痛みに耐えて勝利したとい

うことで，すばらしい女性警察官がおいでます。24歳で，本当にこれからであろうと思い

ますけれども，この平成29年度の基本方針の中にも「女性職員の採用・登用拡大」という

ことが載っております。このすばらしい女性警察官の採用，いわゆるロールモデル，見本

となるようなモデルということで，採用してすばらしい女性の方も育成してほしいなと思

いますけれどもいかがでしょうか。

岡崎警務課長

　午前中，岡田委員の質問にも答弁させていただきましたけれども，現在，徳島県警察女

性警察官採用・登用拡大推進計画を策定して，女性警察官は 102人で，定員に占める割合

は6.6%のところを，来年４月には７％に，それを達成した後は，10％になることを目指し

ております。女性警察官については，全ての部門に配置しており，女性警察官の育成に努

めているほか，多くの者が警部等の幹部警察官にもなっておるところでございます。柔道，

剣道の術科に係る専門的技能を有する女性警察官の採用については，平成27年度から術科

指導者の採用選考試験の性別を不問として，平成28年度に本県では初めてとなる女性術科

指導者２名，柔道１名，剣道１名ですが，これを採用したところであります。採用後は，

警察官として，現場において治安維持活動に当たることはもちろんですが，柔道，剣道の

技能を生かし，術科訓練の指導に従事させております。今後も引き続き，柔道等専門的技

能を有する女性警察官の採用，育成に努めてまいりたいと思っております。

喜多委員

　女性の採用と登用を是非進めてほしいなと思います。そして，できたら，今日は男性

ばっかりですけれども，１人くらいはこの中に女性が入っていたら，それはまたいろいろ

と徳島県警は，すばらしいなということにもなろうかと思いますので，また，配慮をでき

たらとお願いしておきます。

　それと，この平成29年度の基本方針の中に入っておりますけれど，「災害対策の強化」
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ということで，対処能力の強化で「大規模災害時緊急支援員・災害情報協力員の活用」と

いうのが入っておりますけれども，この現状，体制，そして，いつも仕事はしていない人

がほとんどだろうと思いますので，それらの人に講習とかも含めて，万一のときに応援し

てよということだろうと思いますけれども，これらについて説明をお願いします。

逢坂警備部長

　ただ今，委員からお話のございました大規模災害時緊急支援員，それと災害情報協力員

の制度等について御説明を申し上げます。

　大規模災害時緊急支援員制度，これは，平成24年３月に制定いたしたものであります。

制度の趣旨は，南海トラフ地震等の大規模災害が発生したときに，県内において想定され

る警察官の人員不足，これを補うため，退職いたしました警察職員，これを大規模災害の

発生後に，非常勤特別職として任用いたしまして，警察署等で警察活動の補助を行わせる

ことを目的といたしまして，あらかじめ希望する退職職員を緊急支援員として登録する制

度でございます。警察職員として，長年培われました自らの知識でありますとか，技能及

び経験を生かしまして，各種警察活動の補助，これに従事することで，警察執行力，また，

後方治安の低下の軽減，これを図ることを責務としております。体制は，平成28年度の登

録者数は 157 人でございます。

　次に，災害情報協力員制度，これは，平成17年１月に制定いたしたものでございます。

制定の趣旨は，台風，集中豪雨又は地震等の発生時に，それぞれお住まいの住所地付近に

おける災害関係の情報，これを警察に御連絡いただく，あるいは，通報いただくというボ

ランティアの制度でございます。平成28年度の登録者数は 154人でございます。

　講習についてでございますが，大規模災害時緊急支援員，これは名簿登録者に対しまし

て年１回以上，任務でありますとか，災害に関する知識等，これについての講習をいたし

ます。災害情報協力員は，随時，災害に関する基本的な知識等の指導・教養に努めること

といたしております。毎年各警察署におきまして，災害関係機関の部外講師の方，例えば

気象台の方でありますとか，そういう方々から講習をしていただいたり，専門的には県本

部の災害対策官，これが各署を回りまして講習をいたしております。

喜多委員

　大規模災害時緊急支援員の方は 157名，災害情報協力員の方は 154 名ということでござ

います。是非ともこれらの退職者の，希望者というところで話がありましたけれども，１

人でも多くの人がこの支援員になっていただいて，万一のときに備えて，全てができる，

全てを知っておるというすばらしい人ばかりだと思います。これからも積極的に支援員，

協力員を増やしてほしいなということを要望しておきます。もっと 200名， 300名，でき

たら，それに向かって勧誘を進めてほしいなと，そしてどうしてもできないという人は仕

方ないんですけれども，できるだけやってよということで，支援員になってほしいという

のを要望しておきたいと思います。
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　それと今日も出ました，徳島東警察署の移転についてですけれども，これも先日の徳島

新聞に大きく報道されてまして，県内の大規模建築物５棟が震度６以上で倒壊・崩壊する

危険性が高いということで，いろいろと５棟書いてありましたけれど，その中に徳島東警

察署が入っておりました。もし，近いうちに南海トラフ巨大地震が起こって，徳島東警察

署が倒壊することがあったら，徳島県の県民にとっても一大事であろうと思います。大変

なことにならないように１日でも早い，徳島東警察署の建築をしてほしいなということを

私だけでなしに県民全体が求めておる現状でございます。今は，うまいこといってても，

極端な話，明日かもわからないし，来年かも，５年後かもわからないし，もっと先かもわ

かりませんけれども，それに備えておくというのが一番大事であろうかと思います。最近

は，特に熊本地震があった，鳥取県中部地震があった，もっと遡れば20年前には阪神淡路

大震災があった，東日本大震災があった。10年，20年の間に異常なくらい発生しておりま

す。そして，大きな被害が出ておりますけれども，それに対応する中心となる警察署が，

県民の信頼の要になるのではなかろうかと思います。繰り返しになりますけれども，早急

な移転を要望しておきたいと思います。また，日本だけでなく，海外でもすごく起こって

おります。そして，また，海外の場合でも人命が何百人ということで，桁が違うような犠

牲者が出ております。そんな意味で，どこにおいても震度６という，可能性としては大に

なろうかと思います。それで，徳島東警察署が崩壊したら大変なことになりますけれども，

これを守るためにも，早急な移転を考えてほしいなと思います。

　そして，今回の委員会の中でも，いろいろな意見も出ました。桜もしかり。会派で先ほ

ど，樫本会長と話していたら，新しい建物ができたら，この徳島城の近くにできるんです

から，今の桜が決して悪いというのではないんですけれでも，若い蜂須賀桜を，これにふ

さわしいような桜を植えるのも一つではないのかなという話をしておりました。それもで

きたら検討課題としていただけたらと思っております。そして，徳島東警察署は今の場所

にできる前，つまり46年前は，今のトモニプラザのところにあったんですね。私の若いと

きには，裁判所の向かい側にあって，もちろん古い建物，いつできたのかわからないので

すけれども，もうできてあれも四，五十年たってたと思うんですけれど，昔の古いという

か，いかめしいというか，入りにくいような建物がありました。文化センターに引っ付い

た裁判所の真正面に入り口があって，これがなくなって今の徳島東警察署です。すばらし

い建物だったんですけれども，ちょうどそれも裁判所の横ということで，もちろん道路で

離れておりますけれども，いろいろな意見があろうと思いますけれども，是非とも，これ

は今もいろいろ高井委員の話にもありましたけれども，３方に道路があるということは，

入口はまだ全然決まってないという話ですが，どこからでも出入りができるというのは，

ものすごい魅力だと思います。土地が市内で３方が道路というのはほとんどない中で，私

が思うのは，すばらしい移転地を選んだなと思っております。時々，あそこに車を止めて，

ここかと見ているんですけれど，やっぱり，いいなということを思っております。そんな

ことも含めて，これから徳島の中心である徳島東警察署，地震に備えても，これから徳島

県民の治安維持のためにどうか，私が考える１等地であろう中で，粛々と移転を進めてほ
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しいということを要望しておきたいと思います。最後ですけれども，鈴木本部長の決意を

お聞かせ願えたらと思います。

鈴木警察本部長

　徳島東警察署は，県都徳島市の治安・災害対策を担う県下最大の警察署でありますが，

その庁舎は建築から45年が経過しまして，老朽化・狭あい化が著しく，十分な耐震性も備

えていないことから，早急な整備が必要であると認識しております。先般，徳島市が公表

した大規模地震で倒壊するおそれのある庁舎として徳島東警察署が挙げられていたところ

でもあります。熊本地震の際，行政庁舎が倒壊し，その機能が麻ひした例がありまして，

県警察としましては，そのようなことがあってはならないと考えておりまして，平成33年

春の新庁舎供用開始に向けて着実に事業を進めてまいる所存でございます。

樫本委員

　二，三点お伺いいたしたいと思います。平成29年度に向けた警察本部の施策の基本方針

についてお伺いをするんですが，まず，今朝ほどから，また今定例会もそうなんですが，

特に，交通事故の死亡事故が非常に多発しておるということの話がございました。その中

で，高齢者に関してお話をお伺いしたいと思います。今，高齢者が被害者となる場合の交

通事故，そして加害者になる場合の交通事故，その割合を最近のデータの中から教えてい

ただきたいと思います。

南委員長

　小休します。（13時54分）

南委員長

　再開します。（13時54分）

中野交通企画課長

　高齢者の事故の関係でございますけれども，高齢者の第１当事者，加害者でございます

が，その死亡事故件数につきましては，過去３年間でみますと，平成25年が45件，平成26

年が39件，平成27年が26件でございます。本年は，11月末現在45件となっております。う

ち，高齢者が亡くなったという事故につきましては，平成25年では33人，平成26年では19

人，平成27年では17人，本年11月末で35人ということになっております。

　

樫本委員

　加害者となるのが今のお答えですか。加害者と被害者と分けて，教えてください。

中野交通企画課長
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　加害者，第１当事者と最初に申し上げましたが，それが加害者でございます。

樫本委員

　わかりました。そうしますと，加害者となる場合が圧倒的に多いということですね。そ

うしますとね，この文章，この来年度のいわゆる基本方針の中で，社会情勢の変化の中で

「高齢者が被害者となる交通事故や特殊詐欺等の増加」とこう書いてあるんが，これに対

して対策をやりたいということなんですが，これは，こう改めていただきたい。「高齢者

が被害者となる交通事故や加害者となる交通事故」。被害者になってもいけないし，加害

者になってもいけないわけでしょ。だから，これは両方記入すべきです。両方の視点から

高齢者の交通事故を抑止していくという視点でないと駄目だと思いますが，いかがですか。

石川交通部長

　正しくそのとおりでございまして，最近特に，今年に関して言いますと，第１当事者，

いわゆる被疑者といいますか，加害者となってしまう高齢者が非常に多い。しかも，その

高齢者が加害者になって単独事故が多い状況ですので，誰を加害することなく，自らが亡

くなってしまう事故も非常に多い状況でございます。やはり，ここの施策というのは，そ

うは言っても，特殊詐欺も含めて，従来のような横断歩道を歩いていて被害者になるとい

う高齢者も相変わらずおりまして，決して少ない数ではございませんので，別個に考えて，

高齢者の全体の事故を減らしていこう，そのためには，被害者となるのも減らすし，それ

から，当然加害者となる高齢ドライバー対策についても強力に進めていきたい。本会議で

も本部長が答弁しましたけれども，三つの柱というのがございまして，免許の返納であり

ますとか，安全教育でありますとか，技術の革新でありますとか，そういった三つの柱を

中心に高齢者のドライバー対策，これについては，来年度に進めてまいりたいと考えてお

ります。

樫本委員

　加害者となる場合は，ドライバーですから，ここに，運転免許証の自主返納の促進，こ

れがその柱となると思うんですが，やはりせっかく長くなった人生，平均寿命は男性は80

歳を超えました。女性は80歳を超えております。そして，徳島県は御案内のように公共交

通機関が遅れたところで，特に自動車に頼らなくてはならない機会が多いわけですから，

是非，加害者とならないように，せっかく長くなった人生を，被害者になってもつまらな

い。そして，加害者になってもつまらない。加害者になったら，特に，これは悲惨ですよ。

せっかく長く生きてきたのに，最後，高齢になって人を傷つけたりするということは，自

身が事故に遭うというのも大変ですが，加害者になると，まだもっと大変だろうと思うん

です。こういうことが防がれるようにですね，しっかりとその視点からも取り組んでいた

だけるようにお願いをしておきたいと思います。

　それから，次に大綱方針に盛り込んだ各種施策の具現化の中で，免許サブセンターの整
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備に向けた検討ということが書かれてあります。これは，免許証の即日交付ということで

非常に行政サービスの向上につながると思います。しかし，この裏を考えてみますと，い

わゆる地域の警察署で，窓口で免許更新するということは，交通安全協会への入会の率が

ある程度維持できるんです。ところが，こういうふうに広範囲のところに地域を拡大しま

すと，地域での関わり合いが少ない人がその窓口に座るわけですね。広域ですから，顔を

知らない人ばっかりです。そうなると加入率が落ちるんです。そうしますと，今の警察交

通を支えているボランティアの活動が鈍るんです。それをどのように克服するか，今，考

えてらっしゃることがあったら述べていただきたい。

石川交通部長

　私は長年，交通に携わっておりますので，交通安全に特に交通安全協会の役員の方とか，

一般のボランティアの方とかが，いかに力強く協力していただいているかということは肌

身に感じております。警察署の交通課長をやっておりましても，そういった方々とともに，

キャンペーンをやったり，いろんな安全対策をやっておりまして，これの重要性について

も実感しております。その中で，県民の利便性ということでサブセンター構想をやってお

りますが，地区の交通安全協会は現在のままで維持をしていくという方向で検討していき

ますし，その活動につきましても，いろんな方法でその予算でありますとか，活動に使う

グッズ，いわゆる品物の配給でありますとか，パンフレットの配給でありますとかが，そ

ういったことで活動が低迷しないように，これは本部主導で各警察署を指導していきなが

ら，サブセンターができても，ますます盛り上がっていけるように，そういうふうな手立

てを併せて考えてまいりたい。これは絶対に両輪の輪でございますので，なくすことはで

きないと考えています。

樫本委員

　今，交通部長がおっしゃったように，やはりこの県民的な活動である県民運動としての

交通安全の推進については，やはり，県警察だけでは実現できません。民間団体，あらゆ

るボランティアの組織の皆さんの献身的なお助けによって，キャンペーンをして盛り上が

るんですから，大切なんですね。自主的な県民の，いわゆる善意の交通安全協会の入会に

よる入会金のそのプールによって，いろんな安全グッズが配布されたり，また，事業や団

体の寄附を頂いて，そのグッズを配ったりしているんですけれども，そういうことが滞ら

ないように，これは財政的な負担が相当これから高くなってくると思いますが，それはま

た県財政課と十分相談をしていただいて，県民挙げての活動が維持できるように格段の御

配意を頂きたいと思いますので，これを要望しておきたいと思います。しっかり頑張って

ください。

中野交通企画課長

　先ほど，樫本委員から高齢者が加害者となる事故件数について聞かれましたけれども，

- 36 -



平成28年12月6日（火）総務委員会（付託）公安委員会

平成25年が16件，平成26年が６件，平成27年が７件，今年が11月末現在で20件と訂正させ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。

南委員長

　ほかに質疑はありませんか。

　（「なし」と言う者あり）　

 それでは，これをもって質疑を終わります。

　これより採決に入ります。

　お諮りいたします。

　ただいま審査いたしました公安委員会関係の付託議案は，これを原案のとおり可決すべ

きものと決定することに御異議ございませんか。

  （「異議なし」と言う者あり）

 御異議なしと認めます。

　よって，公安委員会関係の各議案は，原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

【議案の審査結果】

　原案のとおり可決すべきもの（簡易採決）

　　議案第12号，議案第21号

　以上で，公安委員会関係の審査を終わります。（14時04分）
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